





























































































ど 50年目に当たることに因んで開催された博覧会である 6）。会期は大正 6年
3月 15日から 5月 31日まで、会場は上野不忍池畔であった。











































皇には、明治元年の9月 20日に京都を発ち 10月 13日東京着の御東幸と、翌









































治元年7月の詔勅と 9月 20日京都出発の御東幸から数えて、50年目が大正 6
年となるわけである。佐々木克はこの詔勅を、「江戸は天皇が親臨するきわめ
て重要な地であるから、江戸のランクをあげ（称）て、京都と同格の東の京＝
東京とする意味」と解釈すべしと述べている 14）。明治 2年 2月 18日、再幸の






































紙面に掲載されたのが大正 6年 1月 9日であり、奠都駅伝の開催計画に関す


























































































































































































































































































































































































月 3日に早稲田大学陸上運動会に出場し、4月 27-29 日には奠都駅伝、直後の
5月 1日には三高の陸上運動会、6月 3日は愛知一中の春季陸上運動会、そし
て 10月 14日は東京高師運動会、10月 17-18 日の大日本体育協会主催の第５
回陸上競技大会、10月 21日は愛知一中での秋季運動会、10月 29日は愛知医


















































































































































































































































































1 京都 - 草津（25km）
飯塚博 一高 22 14:00 15:40 1.40 東 +8
東 +8多久儀四郎 一中教員 26 14:00 15:48 1.48 
2 草津 - 水口（23.5km） 河野利雄 一高 21 15:40 17:21 1.41 東 +14東 +22坂野英一 一中（5年） 18 15:48 17:43 1.55 
3 水口 - 北土山（12.5km）竹内廣三郎 高師 26 17:21 18:14 0.53 西 +2東 +20六鹿梅礼 一中（5年） 19 17:43 18:34 0.51 
4 北土山 - 亀山（19.5km）生田喜代治 早大 21 18:14 19:46 1.32 東 +4東 +24山田鑑 一中（3年） 18 18:34 20:10 1.36 
5 亀山 - 四日市（24km） 田中省吾 高師 22 19:46 21:30 1.44 西 +11東 +13小出鐘之助 一中（2年） 18 20:10 21:43 1.33 
6 四日市 - 長島（17.5km）田中芳男 高師 22 21:30 23:15 1.45 西 +9東 +4祖父江弘 一中（3年） 16 21:43 23:19 1.36 
4 月 28 日 
7 長島 - 名古屋（26km）
中司正嘉 東洋協会 22 23:15 1:44 2.29 西 +11
西 +7野崎光三 一中（卒業生） 19 23:19 1:37 2.18 
8 名古屋 - 知立（25km） 山岸徳平 高師 24 4:44 6:31 1.47 東 +13東 +6加藤勇 一中（4年） 16 4:37 6:37 2.00 
9 知立 - 藤川（22km） 福島熊男 一高 21 6:31 8:03 1.32 東 +1東 +7森田勝之助 一中（3年） 16 6:37 8:10 1.33 
10 藤川 - 豊橋（23.5km） 赤塚勝次 高師 24 8:03 9:40 1.37 東 +3東 +10横地信三 一中（2年） 16 8:10 9:50 1.40 
11 豊橋 - 新居（22km） 松浦松男 高師 24 9:40 11:26 1.46 東 +3東 +13水谷繁 一中（2年） 15 9:50 11:39 1.49 
12 新居 - 見附（24km） 志崎九五郎 高師 22 11:26 14:56 3.20 東 +13東 +26江口育良 一中（2年） 16 11:39 15:22 3.33 
13 見附 - 掛川（17km）
吉積泰 一高 24 14:56 西 +58
西 +32秋葉祐之 高師 22 17:10 2.14 賀古御蓋 一中（5年） 18 15:22 16:38 1.16 
14 掛川 - 藤枝（28km） 秋葉祐之 高師 22 17:10 19:34 2.24 西 +3西 +35寺島鍬三郎 一中教員 44 16:38 18:59 2.21 
15 藤枝 - 静岡（19.5km） 加藤武男 一高 19 19:34 20:55 1.21 東 +15西 +20近藤勝次郎 一中関係者 28 18:59 20:35 1.36 
16 静岡 - 興津（17.5km） 広野友七 高師 23 20:55 22:07 1.12 西 +5西 +25松井直吉 一中（3年） 17 20:35 21:42 1.07 
17 興津 - 吉原（24km） 佐藤卯吉 高師 23 22:07 0:00 1.53 東 +1西 +24中西秀雄 一中（4年） 18 21:42 23:36 1.54 
4 月 29 日 
18 吉原 - 三島（25km）
菅村道太郎 一高 20 0:00 1:45 1.45 東 +9
西 +15水野銈昇 一中（2年） 17 23:36 1:30 1.54 
19 三島 - 箱根（13km）
有原末吉 高師 27 2:25 3:44 1.19 東 +1
西 +14青山義親 一中（3年） 17 2:10六鹿梅礼 一中（5年） 19 3:30 1.20 
20 箱根 - 国府津（20km） 佐々木等 高師 26 3:44 5:48 2.04 東 +19東 +5松井退蔵 一中（2年） 16 3:30 5:53 2.23 
21 国府津 - 藤沢（28km） 小野田忠 高師 23 5:48 7:44 1.56 東 +9東 +14池山靖 一中（2年） 15 5:53 7:58 2.05 
22 藤沢 - 川崎（33km） 井手伊吉 銀行員 32 7:44 10:05 2.21 東 +31東 +45小堀四郎 一中（3年） 16 7:58 10:50 2.52 















































































































































































































































































































































































































































られてからの意識はない 122）。井手の記録は2時間 21分、小堀は2時間 52分、
関東組が45分の差をつけ最終23区の川崎に入った 123）。





























のであった」と語っている 126）。関東組金栗のゴールは午前 11時 34分、関西

























































4月 29日午前 11時 34分であるので、トータルで 45時間 34分となる。ここ
から名古屋で 3時間、弁天島で 10分、三島で 40分と時間調整や暖を採る時
間として使ったので、計 3時間 50分を引くと 41時間 44分となる。これが関
東組の記録である。応募者の中でもっとも近い予測をした人は 41時間 42分
であり、たった 2分の差異である。次が 41時間 40分と 41時間 48分の 4分

































































正 7年 11月 17日、早稲田大学では、学内 3チームによるリレー形式の東京






の 17校が参加する東京横浜間を往復する 45マイル駅伝競走が始まった 141）。
翌大正 10年 1月 10日には第2回目の東京箱根間往復駅伝が、早稲田、慶応、
明治、法政、中央、東京農大、東京高師の 7校参加により実施された 142）。さ
らには、複数の学校が混合チームを作り駅伝競争を行うことも考えられた。大
正 11年 10月 29日には慶応と東京農大が選手混合でチームを作って、三浦半
島を一周する駅伝を計画した 143）。約 1ケ月後の 11月 30日には、慶応は、今
度は早稲田と組んで連合駅伝競走を実施した。早稲田と三田間を 3往復する



















































































































マニラ）から第 10回大会（昭和 9年、マニラ）まで 10回の大会が開かれた。
開催地は３ヶ国の輪番制をとり、日本では第３回大会（大正6年、東京）、第６






























知一中選手 15名と参加した明治 45年 4月に開催した大阪毎日新聞主催の大阪
箕面間山野横断競走（約21マイル半）で優勝している。当時4年生である。また、
































































































































































































The Study of "Tokyo Tento Kinen Tokaido 53tugi Ekiden Toho Kyousou"
Tetsuo NAKAMURA（Educational Development Center）
Abstract
　The purpose of this study is to reconstruct in detail the actuality of 
the "Tokyo Tento Kinen Tokaido 53tugi Ekiden Toho Kyousou" held by 
the Yomiuri Shimbun in April 1917.  Although this Ekiden race is often 
referred to as the root of the Ekiden race, there are many facts that 
remainun clear.  The previous researches from the perspective of the 
history of the sport has provided us with a clearer picture of the records 
of the athletes and the development of the race from Kyoto to Tokyo. 
However, the aim of this paperis to reconstruct the whole picture of the 
Ekiden race by digging deeper into the facts behind the records and 
results.
　Firstly, since this Ekiden race was planned as a part of "Tokyo Tento 
50nen Houshuku Hakurankai", this paper will first of all give an overview 
of the actual situation of the event.  Secondly, since the "Kansai Gumi" was 
a team of teachers and students of Aichi First Middle School, this paper 
will try to reconstruct the school's approach to the athletic activities and 
to clear Hibino's theory of athletics, the principal of the school.  Thirdly, 
this paper will trace and reproduce the actual situation of the Ekiden 
race in detail, focusing on the development of the race in eachward of the 
Ekiden race.
Keywords：Ekiden,  Celebration of the Fiftieth Anniversary of Tokyo's 
Capital City,  Fifty-three Stations on the Tokaido, Aichi First Junior High 
School,  Yutaka Hibino
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